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メンタルプロデューサー川谷 潤太氏の講演(１２／１６(火))より 

「脳内レボリューション 2025」 
～最大限に実力を発揮する・夢・挑戦・達成の第一歩～ 

１２／１６（火）メンタルプロデューサーの川谷 潤太氏（株式会社 脳レボ代表取
締役社⻑）をお招きして、「カコナン⽣が夢に向かって挑戦するために必要な第⼀
歩」について講演していただきました。 
川谷先⽣が小学⽣の頃、勉強も運動もよく出来る同級⽣「近藤君」と全く出来ない

自分を比較して何が違うのか観察したそうです。すると決定的な違いに気づいたそ
うです。 
  

 

 

 

 

 

◆「脳」はイメージ（思い込み）を優先する 
ゴリラのビデオを見て感じたように、人の脳はイメージしたことや意識し
たことに関係する情報だけをインプットし、関係ない情報はスルーすると
いう性質があります。上の「近藤君」と「川谷君」の違いもうそうですが、
やはり人は何かやるべきことに対してどんなイメージを持っているかによ
って、行動（結果）が大きく変わってくることがわかります。 

 

◆目標（イメージ）はもっと先に ⇒ 意識は「未来」に向いているか 
 ドジャースで活躍する大谷翔平選手は、高校時代に活用していた「目標
達成シート（マンダラチャート）」の話は有名ですが、彼の“未来”はどう
するのかといった「人⽣設計シート」も 17 歳のときに作っています。人
⽣設計シートに書かれた目標と実際の出来事を比べてみると、時期のずれ
はあるもののメジャー入団、ローテーション入り、ＷＢＣ日本代表、結婚、
ワールドシリーズ制覇など、その多くがすでに実現しています。また今後、
37 歳「⻑男が野球を始める」、38歳「結果が出ず引退を考え始める」、39
歳「来年での引退を決意」、40 歳「引退試合」、41歳「日本に帰ってくる」などリアルな内容が書かれており、
何と 70 歳では「毎日スポーツを続けて元気で明るい⽣活」と書かれています。 
 つまり、みなさん高校⽣も「○○大学合格」とか「○○士になる」だけではなく、なった後どんな⽣活をす
るとか、こんな姿でがんばって⽣きているとか、○○を⼀⽣懸命取り組んでいるなど、その先のイメージ（未
来への意識）を膨らませることが重要なのですね。 
◆人生のモットーは「ＡＧＴＥ」！ 川谷さん曰くやはり同じやるならこれが⼀番！ 
 

 

 みなさんも我々先⽣方も大いに参考となる講演でした。 

 

「普段からよく口にする言葉」 
万能〔近藤君〕              できない〔川谷君〕 
 
 
 
 

「できる、できる！」           
「余裕、余裕！」             
「簡単、簡単！」            
「楽勝、楽勝！」 

「どうせムリ、ムリ！」 
「めんどうくさい！」 

「でけへん、でけへん！」 
「しんどい、うざい！」 

Ａ…明るく Ｇ…元気に Ｔ…楽しく Ｅ…笑顔 

【今後の予定】 
12/23(火)  課題研究発表会 
12/24(水) ２学期終業式   

1/8(⽊) ３学期始業式 
1/12(月)∼1/15(⽊) ２年次修学旅行 


